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           向上地区地域計画の作成にあたって 

 この計画書は，第一次、第二次十年間の活動を振り返り，策定委員会を重ねてつくりあ

げた第三次計画です。 

 この計画には，向上地区の豊かな自然，歴史と文化，人と人のつながりを大切にして，

将来につなげていこうという強い思いがこめられています。今後は，この計画に沿って，

向上地区民全員が地域づくりに参加されることを期待しながら「安心・安全に暮らせる向

上地区」をめざして全力を注ぎます。 

 少子高齢化が進む中で，次世代を担う子ども達にすばらしい未来を残すために，みなさ

んのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

   令和５年 ３月 

 

                            向上地区地域づくり策定委員会 

                                     委員長  星   市 夫 

 

 

 

 

 

 伊達政宗「騎馬像」 

    小室 達  作                      

                                     深町貝塚  

                                      

                  育成会活動スローガン 

 

                   

 

 

                                     

                                  

                                    お釜「海食崖」  

   花のある通い道           

                   花植え活動 

                  

 

                                                                

 

 

                                   さつまいも収穫  

   ４月子ども神輿         新興住宅「ゆずが丘」 
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１ 地区づくりのテーマ 

    「安心・安全に暮らせる向上地区」をめざして 

 

２ 地区の概要 

① 縄文時代前期に形成されたとみられる深町貝塚は，ヤマトシジミやハマグリ層でできた貝塚で，貝

殻の他，土器や土偶，骨角が出土する。また，お釜は海食崖が見られる。 

② 彫刻家「小室 達」氏の生家がある地域で伊達政宗卿騎馬像が代表作。しばたの郷土館には「構想」

をはじめブロンズ像１３点，石膏原型７点，更に関連資料が所蔵されている。 

③ 向上地区は，柴田町の北部に位置し，盆地状の地域で海水をたたえた内湾のような状態となり，入

江となっていて，一つの地区に４世帯から１２世帯の集落をつくっている４８世帯の集落が，平成

１５年７月にゆずが丘の宅地造成により，令和４年１２月現在まで４０世帯増え，８８世帯（二世

帯家庭１０世帯を含めると９８世帯に）となり，新旧差の差がなく，新しい風が吹いてきている。 

④ 総地区民は，２６１人で，年少者率（０歳～１４歳）３５人の１３．４％，生産年齢者(１５歳～６

４歳)１４６人の５５．９％，高齢者は８０人の３０．７％（令和４年３月末）。ゆずが丘に住んで

いる家庭が，幼児小学生を持つ子育て世代のため高齢化率が低くなっている。 

⑤ 向上地域は，水田地帯で稲作については令和６年度から法人化され，依頼する形になる。野菜づく

りは高齢者の仕事として日常化している。現時点で，専業農家は２軒となっている。 

 

３ 地域の課題と取り組み 

このような状況の中での救いは，高齢者を抱えている三世代家庭が多く，高齢者一人暮らし５世帯，二

人暮らしが１２世帯となっている。近い将来には，このことが地区として大きな課題となってくると思わ

れ，その取り組みの準備が求められる地域といえる。 

 

・防災意識・・・町から配布された防災マップによると「水害と土砂くずれ」の被害が考えられる。こ

れまで，水害の被害はあるものの限られた場所だけのため，防災に対する意識は低い

と言える。「備えあれば憂いなし」日頃から訓練を行うことによって「地区民のつな

がりを強めて，安心・安全な生活を送る」ことが求められる 。 

・環境美化・・・向上地区は高台で，緑ある自然にめぐまれているが，通勤通学路として多くの人が利

用する道は，もの寂しい通い道になっているため，この道を心に潤いを与えるような

「花のある通い道」にし，向上地区に愛着のもてる景観を築いていくことが求められ

る。さらに，住みやすい環境づくりのために資源回収の取り組み活動に力を入れてい

きたい。 

   ・健康福祉・・・向上地区もゆずが丘を含めないと高齢者率は非常に高く，一人暮らし世帯が５世帯，

高齢者二人暮らしの世帯が１２世帯と徐々に増えつつある。一日中家にこもっている高

齢者も見受けられる。また，子どもたちの遊び場が少なく，社会的自立心が育つ地域環

境が十分整っているとはいえない。今後，少子高齢化が進む中，地域に世代を超えて人

と人とが触れ合う「居場所づくり」や「世代間交流の実施」が求められる。 

 

４ 地区の将来像 

   地区民が地域づくりに参加することによって“結”の精神が息づき，互いに声を掛け，支え合い，地区

民が安心・安全に暮らせるような地域づくりをめざします。 

 

                      ―２― 



５ 地区活動の紹介 

① 育成会の事業として「花植え」「さつまいも栽培と収穫祭」（収穫した芋は全戸に配布している）

「世代間交流事業（軽スポーツレクリェーション）」を実施している。 

② 環境保全事業として，各家庭に呼びかけ協力をもらい資源回収を年２回実施している。 

③ 毎年２回クリーン作戦（ゴミ拾い＆草刈り）を地区民に呼びかけて実施している。 

④ 交流事業として，球技大会，ニューサークル（ＮＣ）スポーツ大会，ふれあい交流会，敬老会等を実

施している。 

 

６ 地区活動基本方針 

    ①防犯防災―地域の総点検を行い「防災マップ」の見直しや防災倉庫の点検活動・補充，防災訓練，

救命訓練を行い安心安全に生活できる地域を目指します。 

    ②環境美化―通学路及び生活道路の清掃活動を行うと共に，花のある地域づくりを行うことによって

ふるさとに愛着を寄せる人づくりを目指します。（花壇，通学路，各家庭の道路沿いに置く） 

    ③健康福祉―乳幼児から高齢者まで，明るく元気に生活をしてもらうために，世代間交流のできる「居

場所づくり」を行い，人と人との交流を図り温かい地域づくりを目指します。 

 

７ 推進体制 

 

              安心・安全に暮らせる向上地区 

 

                 

            向上地区民全員で地域づくりに取り組みます。 

 

 

                 地 区 役 員 

                               

       

 

       健康福祉部      防犯・防災部     環境美化部         支 援 

      ・福祉部員      ・防犯防災部員    ・環境美化部員      ・柴田町役場 

      ・民生委員      ・消防団員      ・育成会役員       ・警察署 

      ・育成会       ・婦人防火クラブ   ・            ・消防署 

                                         ・社会福祉 

                                           協議会 

                                         ・地域包括セン 

                                          ター 

              向  上  地  区  民                

 

 

 

 

                  ―３－ 

 



 ８ 第二次５年間地域づくり（平成３０年度～令和４年度）に取り組んでの成果と課題について 

      （令和２年度，３年度，４年度はコロナ感染問題で，予定事業が中止に追い込まれることが多かった） 

    

     ○防犯防災部（地区民のつながりを強めて、安心・安全に生活を送る） 

        成果― ・地域の総点検から再版防災マップを作成し，全戸配布できたこと。 

・地域の通学路に外灯設置と電球（ＬＥＤ）の交換が完了してこと。 

・防災倉庫点検活動を実施し，期限切れ及び不足分，新しい備品等を補充することが

できた。（対象者は，区役員，育成会役員，消防団員，婦人防火クラブ役員で実施。）                 

      課題―・防災活動については，参加者が決まっているので，危機意識をもってもらい，参加

者をいかに増やしていくか？創意工夫が求められる。 

         ・危険か所に看板の設置が必要である。 

         ・防災研修を実施し，知識を高め，避難訓練等に参加者を増やし，意識を高めてい

く必要がある。 

    ○環境美化部（美しい景観づくりのために「花のある通い道づくりと資源回収の企画」 

       成果―春・秋の２回を子ども会育成会と一緒に花植えができたこと。家庭にも花を配り 

          地域が花で，華やかになったこと。 

         ・資源回収は定着し，年２回実施するようになり，意識が高まってきた。 

         ・資源回収のために，回覧板に回収日のチラシを添付したことと専用綴じヒモを 

全戸配布し，回収率を高めることができた。 

       課題―環境美化部として活動してきたが，地区民の方々に呼び掛け，枯れた花を摘み取

ることや水かけをする姿が生まれるための工夫が必要。 

         ・資源回収率を更に高めていく工夫をしていきたい。 

    ○健康福祉部（人と人が触れ合う居場所づくりと世代間交流の実施） 

       成果―気軽に声がけができるようになったこと。この前良かったよ，また参加するよと 

声を掛けて貰えるようになってきたこと。 

         ・参加者から気軽にプログラムや回数を増やして欲しいと要望が出るほどになって 

きた。 

         ・料理教室に外部講師を呼んで，イタリア料理に挑戦したこと。 

         ・料理教室や弁当お届け事業，ふれあいサロンに支援ボランティア６名の協力が得

られたこと。 

       課題―参加者が固定されてきたので，もっとＰＲの仕方に工夫が必要である。 

         ・今後も外部講師の依頼し，マンネリ化しないように工夫していく必要がある。 

    ■振り返っての感想 

       ※第二次活動の後半は，コロナ感染問題で事業が中止に追い込まれ，役員のみでやれる

こと，できることを実施してきたが，かなり縮小され居場所づくりが少なくなり，地

区民の顔が見えなくなってきたことが悔やまれる。 

 

    ○全体として 

         ・地域づくり第二次地域計画として，取り組んできた地区民の声を聞くアンケート

調査を実施し，第三次地域計画に生かしていく。 

 

               ―４― 



第三次　５ヶ年計画

令和５年令和６年令和７年令和８年令和９年

　１ー１安全安心 防災訓練①
防災部会
＆地区民

発電機などの機械操作訓練及び防災
倉庫内の点検を実施し，いざという時
に備える。

○ ○ ○ ○ ○
育成会
と合同
開催

１ー２ 安全安心 防災訓練②
防災部会
＆地区民

非常事態に備えての訓練と避難生活
を乗り切るための心構えをつくるため，
炊き出し訓練を実施する。

○ ○ ○ ○ ○
槻木生涯
学習セン
ター

育成会
と合同
開催

１ー３ 安全安心 救命訓練
防災部会
＆地区民

応急処置の仕方や「ＡＥＤ」の使い方を
習得し，いざという時に備える。
（１年おきに実施）

○ ○ ○ 消防署

１ー４ 安全安心 地域総点検事業
防犯
防災部

自主防災力の強化を図るため，自主
防災組織を編成する。また，地域を総
点検し，防災マップ作成を作成する。

○ ○ ○ ○ ○ 役　場
防災マッ
プ見直し

ー５－

協働団体等 備　考

９　活動計画

事業実施スケジュール（年度）
項　番 分　　野 事　業　名 活動主体 目標と活動内容

活動計画（防犯防災）



計 令和５年令和６年令和７年令和８年令和９年 町 地域

１ー１ 安全安心 防災訓練① 100 20 20 20 20 20 ○ ○  燃料費等

１ー２ 安全安心 防災訓練② 30 10 5 5 5 5 ○ ○ 槻木生涯学習センターとの連携

１ー３ 安全安心 救命訓練 60 20 20 20 ○ 消防署に依頼

１ー４ 安全安心 地域総点検事業 50 10 10 10 10 10 ○ ○ 危険か所の確認を行う

ー６－

  活動計画（防犯防災）事業費

費用負担
主な費用／備　考項　番 分　野 事　業　名

事　　業　　費（千円）



備　　　　考

　○防災備品の補充品及び燃料等の購入。

ー７－

「防犯防災」取り組み内容

名称

防

災

訓

練

①

 　　【目　的】
　　　　　　　　　地区民全員が発電機等の機械操作技術を習得し，いざという
　　　　　　　　時に誰もが活動できるようにする。
　　　　　　　　　また，防災倉庫内を点検し不備がないようにする。

　　　　11月上旬に火災予防週間に合わせて実施
　　　　　　・発電機などの機械操作訓練
　　　　　　・防災倉庫内の点検
　

　
　　　　防災部員が中心となって，地区民に対して活動内容を説明し，消防団
員が指導を行う。

具体的な取り組みについて

メ

モ

ら

ん



備　　　　考

メ

モ

ら

ん

　・非常食
　・炊き出し用米等の購入
　・水の入れ替え
　・薪購入

ー８－

「防犯防災」取り組み内容

名称

防

災

訓

練

②

 ○　非常事態に備えての訓練と避難生活を乗り切るための心構えをつくる
　　　ために実施。

　炊き出し訓練　　１１月上旬（隔年実施）

　
 防災訓練も合わせて実施。

　防災部員・婦人防火クラブ・消防団員・班長が中心になって取り組む。

　　（避難経路の確認をして，避難場所に移動する）

具体的な取り組みについて



備　　　　考

メ

モ

ら

ん

  ・消耗品購入

ー９－

「防犯防災」取り組み内容

名称

救

命

訓

練

　救命訓練・・・・7月中旬,消防署に依頼し、応急処置の仕方、
　　　　　　　　　　ＡＥＤの使い方、心肺蘇生法を習得し，いざという時に
　　　　　　　　　　備える。・・・令和５年度開催。（隔年に実施）
　

　防災部員・消防団員・婦人防火クラブ・班長・地区民

具体的な取り組みについて



備　　　　考

メ

モ

ら

ん

・毎年危険箇所の点検。
・自主防災組織が生きて働くものにしていく。

ー１０－

「防犯防災」取り組み内容

名称

地

域

総

点

検

事

業

　自主防災力を強化し，自主防災組織の活用を図れるようにする。
　また，地域の総点検を行う。

　・防災マップづくり・・・・・・・・地域の総点検を実施し、見直しを図る。

　
　・自主防災組織(平成２７年度会発足）の担当ごとに話し合いを開催し，
　　意識を高めていく。

具体的な取り組みについて



第三次　５ヶ年計画

令和５年令和６年令和７年令和８年令和９年

２ー１ 環境 花いっぱい運動
環境

美化部

各家庭にプランタンと土と花を配り，
向上地区に「花のある通い道」を作る。 ○ ○ ○ ○ ○ 育成会

花壇３ヶ
所含む

２ー２ 環境 資源回収
環境

美化部＆
地区民

毎月第２・４日曜日実施
　　（アルミ・スチール缶）

　　　（ダンボール・紙資源）
　　　　　　　　１２月まで実施

○ ○ ○ ○ ○
随時運搬
可能

２ー３ 環境 ゴミ捨てゼロ運動①
環境

美化部
クリーン作戦として地区民に

呼びかけていく
○ ○ ○ ○ ○

２ー４ 環境 ゴミ捨てゼロ運動②
環境

美化部＆
地区民

年２回実施（７月と１２月）
　　通学・生活路を中心に行う

　ゆずが丘～関根橋～小学校前
○ ○ ○ ○ ○ 育成会

ー１１－

協働団体等 備　考

 活動計画（環境美化）

事業実施スケジュール（年度）
項　番 分　　野 事　業　名 活動主体 目標と活動内容



計 令和５年令和６年令和７年令和８年令和９年 町 地域

２ー１ 環境 花いっぱい運動 550 110 110 110 110 110 ○ ○ 土・花・肥料・培養土　年２回実施

２ー２ 環境 資源回収 50 10 10 10 10 10 ○ ○ 綴じ紐等

２ー３ 環境 ゴミ捨てゼロ運動① 25 5 5 5 5 5 資源回収チラシ作成

２ー４ 環境 ゴミ捨てゼロ運動② 50 10 10 10 10 10 ○ ○ 袋・軍手等

ー１２ー

 活動計画（環境美化）事業費

費用負担
主な費用／備　考項　番 分　野 事　業　名

事　　業　　費（千円）



備　　　　考

ー１３－

「環境美化」取り組み内容

名称

花

い

っ

ぱ

い

運

動

　「花のある通い道」で向上地区に愛着のもてる景観を築く。
　・各家庭に「花」を配布し，各家庭の門前に置く。・・・・５月・１１月２回実施
  ・通学路にプランタを配置し、1プランタに３個を植える。（５０プランタ）

　各家庭には、環境美化部員と班長で配布する。
　　花植えは育成会と共同作業で実施

具体的な取り組みについて

メ

モ

ら

ん

　・毎年，花を配布
　・花は長く咲いている品種を植えていく。
　・向上地区の色を統一していきたい。・・・・入間田農面道路「水仙ロード」の黄色に合わせて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あぜ道に水仙植えの呼びかけを行っていく



備　　　　考

メ

モ

ら

ん

　・分別作業を自主的に行って貰えるように声を掛けていく。
  ・再利用の為、各家庭に「紙ヒモ」を配布する。（隔年）

ー１４－

「環境美化」取り組み内容

名称

資

源

回

収

 ・周知方法
　　チラシを作成し，区民に周知する。

　・資源回収は，毎月第２・４日曜日に実施。
　　　　改善センターに倉庫を置き，回収した資源を一時保管する。
　　　　地区民は資源を自主的に運んでくる意識を高めていきたい。
　
　　回収は，アルミ缶・スチール缶・新聞紙・チラシ・ダンボール（波形）

具体的な取り組みについて



備　　　　考

ー１５－

「環境美化」取り組み内容

名称

ゴ

ミ

捨

て

ゼ

ロ

運

動

①

と

②

　　周知方法
　　　チラシを作成し，区民に周知する。
　
　
　　・区民一斉清掃活動
　　　　５月と１１月に通勤通学路と生活道路を中心に環境美化部員
　　　　子ども・保護者・育成会役員・班長・地区民で実施。
　
　

具体的な取り組みについて

○取り組みの成果として，ゴミ捨ての量が少なくなってきているので、これからも機会を捉えて呼
びかけて環境づくりの意識を高めていきたい。

メ

モ

ら

ん



第三次　５ヶ年計画

備　考

令和５年令和６年令和７年令和８年令和９年

３ー１ 福祉 料理教室
健康福祉
部＆ボラ
ンティア

地区民に呼びかけ，食を通し
て交流し地域で元気で安心し
て生活を送るため開催する。

○ ○ ○ ○ ○ 年２回

３ー２ 福祉
推進協議会
ふるさと交流会

実行
委員会

柴田小学校学区民が一同に会
し，ふれあい支え合い生活を
送る

○ ○ ○ ○ ○
柴田小
学区民

３ー３ 福祉
推進協議会
敬老会

実行
委員会

柴田小学校学区に在住する７
６歳以上の方々を敬い，日々
元気に生活していただく

○ ○ ○ ○ ○
柴田小
学区民

４ー１ 健康
推進協議会
地域運動会

実行
委員会＆
地区民

柴田小学校学区民が一同に会
し，汗を流しふれあい元気な生
活を送る

○ ○ ○ ○ ○
柴田小
学区民

ふれあい交流会
地区民大運動

会

４ー２ 健康 ＮＣいりまだ事業
ＮＣ実行
委員会

２１区・２２区・２３区・２４区住民
の交流を図るための大会＆祭
り＆懇親会

○ ○ ○ ○ ○
入間田
地区民

スポーツ大会
夏祭り

ー１６－

協働団体等

　活動計画（健康福祉）

事業実施スケジュール（年度）
項　番 分　　野 事　業　名 活動主体 目標と活動内容



計 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 町 地域

３ー１ 福祉 料理教室 250 50 50 50 50 50 ○ ○
講師謝金・模造紙・印刷代金・

装飾代金・色画用紙・紙代・光沢紙等

３ー２ 福祉
推進協議会
敬老会

402.5 80.5 80.5 80.5 80.5 80.5 ○ ○
参加者３００円×３５名，
町負担額一人あたり２，０００円×３５名

３ー３ 福祉
推進協議会
ふるさと交流会

107.5 21.5 21.5 21.5 21.5 21.5 ○ ○

４ー１ 健康
推進協議会

地域合同運動会
107.5 21.5 21.5 21.5 21.5 21.5 ○ ○

４ー２ 健康 NCスポーツ大会 150 30 30 30 30 30 ○ ４行政区事業費として

４ー３ 健康 NC夏祭り 150 30 30 30 30 30 ○ ４行政区事業費として、年３万

ー１７－

　活動計画（健康福祉）事業費

費用負担
主な費用／備　考順　番 分　野 事　業　名

事　　業　　費（千円）

一世帯５００円×８６世帯



備　　　　考

メ

モ

ら

ん

　

ー１８－

 「健康福祉」取り組み内容

名称

 料

 理

 教

 室

日頃から声を吸い
上げ内容を詰めて
いく

　
　・地区民の誰もが参加できる料理教室を実施し，地区民の交流を図る
　　とともに繋がりを強めていく。

　７月・１２月に実施
　　　　　地区民全員が対象
　　　　　参加者から３００円の会費を徴収
　
　　　　　内容
　
            ７月　　　地域の野菜等を活かした「郷土料理」づくり
　　　　　　　　　　　　男子料理教室で「弁当」つくり
                            (地域に男子の参加を広めていくために実施）
　　　　　　　　　　　　外部講師を招き，洋風料理等に取り組んでいく
　

　　　　　１２月　　　地元のコンニャクを使い，お正月用の「コンニャクづくり」を
　　　　　　　　　　　行う。特に，男子の参加を広めていく。
　

具体的な取り組みについて



備　　　　考

し、

メ

モ

ら

ん

　

ー１９－

向上地域づくり計画 「健康福祉部」内容について

名称

推
進
協
議
会
事
業
・
N
C
事
業
の
取
り
組
み

　
　○推進協議会「ふるさと交流会」
　　　柴小学区７行政区」の取り組み
　　　　地区民に参加を呼びかけ、幼稚園や各行政区からの出し物と音楽
　　　　関係者等の出演依頼をし、ステージ発表を楽しみながら参加者の
　　　　交流を図る。
　
　○推進協議会「敬老会」
      柴小学区７行政区」の取り組みで、７７歳以上の対象者を招待し、
　　　招待者や行政区からの出し物及び外部に出演依頼をし、ステージ
      発表を楽しみながら招待者同士の交流を図る。

　○推進協議会「地区合同運動会」
　　　柴田小学校の児童演技と７行政区対抗合戦を行う。

　○NCスポーツ大会
      入間田４行政区から選手を選出し、グランドゴルフを楽しみながら交流を
図る。　　　　　　　　（芋煮会も開催）
　

　○NC夏祭り…・８月上旬土曜日に盆踊りを開催。
　　　入間田４行政区から実行委員を選出し運営する。
　　　育成会は抽選会を担当。
　　　子供会の保護者は出店を担当。
それぞれの担当ごと会場を盛り上げる。

具体的な取り組みについて



令和５年令和６年令和７年令和８年令和９年

1 ① ゴミ箱設置 1 ８班に
令和５年度で完了する。ゆずヶ丘８

班に設置
（８班２ヶ所となる）

○ ○ ○ ○ ○

2 ② 防犯灯設置 2
堀ノ内と竹ノ

内地区
通学路及び通勤路の安全確保

3 ③ カーブミラー設置 3 ゆずが丘住宅

ゆずヶ丘住宅の中央部が十字路
で、

坂道の為危険度が高いので設置し
ていく。

子供たちが坂道で遊び、とても
危険である。

事業実施スケジュール（年度）
目的と計画内容 備考

ー２０－

路線名
箇所名等

　施設整備計画 

項番
図面
番号

事業種別
優先
順位



計 令和５年 令和６年 令和７年令和８年令和９年 町 地域

1 ① ゴミ箱設置 1 ８班ー２ 130 130 ○ ○ 令和５年度で設置完了

2 ② 防犯灯設置 2 地区内

3 ③ カーブミラー設置 3 ゆずが丘住宅

主な費用・備考

ー２１－

路線名
箇所名等

事業費（千円）

　施設整備計画 事業費

項番
図面
番号

事業種別
優先
順位



備　　　　考

し、

メ

モ

ら

ん

　

ー２２－

 「施設整備」取り組み内容

名称

施
設
整
備
の
取
り
組
み

　
日頃から声を吸い
上げ、取り組んで
いく必要が求めら
れる。

　
　・地区民が安全・安心な生活を送るための整備を行っていく。
　
　　　　①ゴミ箱設置
　　　　　　ゆずヶ丘の８班２ヶ所目の設置で完了する。
　
　　　　②防犯灯設置
      　　　地区の防犯灯設置は完了したので、今後は電灯交換を行っていく。
　
      　③安全・安心な生活を送るためには、危険な箇所を点検し必要な対応
を町に依頼していく。

具体的な取り組みについて
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